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 The intention of this paper is to analyze the design method of Alvar Aalto. The analyze will be in two 
chapters as follows; Chapter2 illustrates the reserch by focusing on the formation process and the relationship 
between shape, plan, and surrounding environment. Chapter3 illustrates the analysis of the design form which 
Aalto often uses.Aalto does not take the same angle with the other archtectures, and he has made his own shap 
after involving various factors. 
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１．	 はじめに	 
	 建築家の感性とは何だろうか。私は建築家の設計手法
に関心がある。設計の感性や概念がどう形として現れて
いるか、形を分析することで考察していきたい。	 
	 そこで、私はアルヴァ・アアルト（Alvar	 Aalto）が設
計した建築について研究する。彼は不思議な軸の振り、
曲線、扇型など独自のプランを持っている。	 
	 
２．	 研究方法 
1 章では、アアルトの生い立ちについて論じていく。ア
アルトがどのような環境で生まれ育ったのか、どのよう
な時代・潮流の中で建築家として活躍をしたのかを探る。	 
	 ２章では、図面やスケッチから複雑なプランの構図を
読み解いていく。アアルトが残したスケッチを元に形が
出来た過程について考察する。また、形とプランと周辺
環境の関係についてそれぞれ分析する。	 
	 ３章では、アアルトの建築のスケッチと図面の形態分
析をする。スケッチとプランの中心軸や角度を部分と全
体で分析し、その規則性を探る。	 
最後に、終章として分析・考察から得た結果より、ア
アルトのプラン形態への形成過程を考察する。	 
	 本論文では、アアルトの特徴が顕著に見受けられ、ス
ケッチが現存する建築を厳選し研究する。以下の５作品
を対象とし研究する。	 
ロヴァニエミ図書館（1961-68）、ノイエ・ヴァール
（1958-62）、オタニエミ工科大学（1955-64）、ヴォクセ
ニスカ教会（1956-58）、ベーカーハウス− MIT の寄宿舎
（1946-49）。	 
本原稿ではロヴァニエミの図書館について述べる。	 
	 
３．	 形成過程の分析	 
（１）ロヴァニエミの図書館	 
 
   
	 	 	 	 写真 1	 ロヴァニエミの図書館内観	 
	 
	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 図 1	 スケッチ 1	 	 	 	 	 	 図 2	 分析図	 
	 
図１はロヴァニエミ図書館の初期段階のスケッチであ
る。以下、スケッチ１とする。	 
図２の黄色部分が閲覧室、青色部分が必要所室、赤色
部分がエントランスホール、貸し出しカウンターである。	 	 
閲覧室と必要所室をつなぐ中心部分が詳しく書き込まれ
ている。中心となる貸し出しカウンター、それに接続す
る部分に重点を置いていると考えられる。	 
	 	 
	 	 	 
	 	 	 図 3	 スケッチ 2	 	 	 	 	 	 図 4	 分析図	 
	 
	 
	 	 図 5	 分析図	 
	 
図 3 は次の段階のスケッチである。以下、スケッチ 2
とする。	 
	 図 4 では、扇型が 5 本の指のように分かれ、二重にな
る。5 本に分かれた指は、貸し出しカウンターを中心に規
則正しく並んでいる。	 
図 5 の青色部はエントランス、オレンジ部分は閲覧室
との接続部分である。スケッチ 1 と比べ、スケッチ 2 は
エントランスと閲覧室の接続部分が詳しく書き込まれて
いる。	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 図 6	 分析図	 	 	 	 	 	 	 図 7	 分析図	 
	 
	 図６の青色はスケッチ 1、赤色はスケッチ 2 である。ス
ケッチ 1 とスケッチ 2 を重ね合わせると、扇型や長方形
の全体の配置はあまり変化がないことがわかる。スケッ
チ 1 の配置から詳細を書き込んでいる。	 
	 図７はスケッチ 2 と最終段階の平面図の重ね合わせで
ある。扇型の形がアアルト独自の形に変化している。必
要所室、扇型の左端は概ね同じところに位置するが、扇
型の右端の位置が大きく異なる。	 
	 	 	 
	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 図 8	 分析図	 
	 
図 8 はロヴァニエミ図書館平面図を空間で色分けしたも
のである。黄色部分は公共の開かれた場、青色部分は所
員室などの必要所室、赤色部分がその接続部分である。	 	 	 	 	 
スケッチ段階と大まかな配置は同じだが、閲覧室と必要
所室の接続部分の組み込み方が少しずれている。	 
	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 図 9	 分析図	 
	 	 
	 ①、②、③は建設された順番である。①のロヴァニエ
の図書館は一番初めに建設されている。そことから、②
と③の建築の影響は受けていないと考えられる。また、
フィンランドのラプランドにおける中央図書館としての
役割がある。扇型は広場を二分化しながら緩やかに繋ぐ
存在感の強さがあると考えられる。	 
	 アアルトは図書館建築では光を重要視していた。採光
は北側採光である。南側からの強い光を避け、閲覧室は
北、東、西を向いている。それぞれの指の形をした閲覧
室の先にはスカイライトがついおり、そこから一日を通
して安定した光を取り込む。	 
	 
	 	 	 
	 	 	 	 図 10	 分析図	 	 	 	 	 	 	 図 11	 分析図	 
	 
	 図 10 は航空写真にスケッチ 2 を重ねたもので、図 11
は航空写真に平面図を重ねたものである。矢印は光が入
る向きを表している。	 
スケッチ 2 と最終平面図の大きく異なる点は扇型の右
端の角度であった。採光計画として考えると、図 11 より
図12の方が東側からの光を多く取り込めているように考
えられる。	 
（２）分析 
以上の分析により、プランの形成過程に関する手順に
ついて以下のことがわかる。	 
①初めは大まかに配置する。	 
	 部屋の用途ごとに配置し、計画上必要な形を描く。	 
②必要な条件を考慮する。	 
	 必要容積や予算などを考慮し、内部空間の面積や外部
空間の面積が変わる。	 
③接続部分を計画する。	 
	 公共の場と個人の場といった違う部屋同士の接続を考	 	 	 	 
慮する。ここに内部空間の面白さが現れる。	 
④周辺環境、採光を考慮する。	 
	 道路、敷地、採光などを考慮する。特に、光の取り入
れ方に特徴があり、壁や天井を変形させている。	 
⑤有機的形状のスタディをする。	 
	 アアルトの独特な軸の振りや波型など形状は、この段
階で現れる。スケッチを何重にも重ねて線を描いている
ものが多い。	 
⑥最終的な形状	 
	 これまでのスタディを重ね合わせて最終形が完成する。	 
	 ①から④までの計画では、アアルトの独特な有機的形
状は見受けられない。⑤の段階でアアルト独自の形状が
現れる。このことから、アアルト独自の形状は終盤に登
場することがわかる。また、全体的に部屋と部屋の接続
部分が詳細に書き込まれ変化が多いことから、接続部分
に重点を置いていたと考えられる。	 
 
４．	 形態分析	 
（１）ロヴァニエミの図書館	 
	 	 	 
	 	 図 12	 分析図	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 13	 分析図	 
	 
	 図 12 はスケッチ１の扇型の角度を示している。
132.13°である。図 13 はスケッチ 2 の扇型の角度を示し
ている。130.65°である。スケッチ 1 とスケッチ 2 の角
度はあまり変わらない。	 
	 
	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 14	 分析図	 
	 
	 図 14 は最終の平面図の扇型の角度を示している。
146.08°である。スケッチ2の角度とは大きく変化する。	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 15	 分析図	 
	 図15は中心となる軸を延長した図である。左から順に、
28.41°,29.29°,29.30°,14.47°となる。一定の角度を
とる。	 
	 
	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 16	 分析図	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 
	 図 16 は同様に中心となる軸を延長した図である。左か
ら順に、15.37°,22.26°,31.66°,35.15°,39.13°とな
る。左端から右端に移るにつれ、徐々に間隔が広くなっ
ている。徐々に緩やかな形状になっていることがわかる。	 
（２）分析 
	 アアルトの形態は決まった軸を振る角度はなく、それ
が有機的形状を生み出していると考えられる。スケッチ
の段階では均一な角度をとるものが多いが、最終段階で
不均一になる。	 
	 
５．	 結論 
	 彼の設計プロセスにはパターンがあると考えられる。
アアルトの特徴である、不整形な扇型、波型、軸の振り
が計画で現れるのは、終盤であることがわかる。アアル
トは彼独自の形状を持つが、周辺環境や様々な要因を読
み込み、巧みに設計していたと考えられる。	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